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○当社は，敷地周辺に分布する断層の評価について，
① 敷地近傍（敷地を中心とした半径5km範囲）の断層及び富来川南岸断層の評価
② 敷地を中心とした半径5km以遠の断層の評価

に分けて説明を行うこととしている。

○上記のうち，①については，第1009回審査会合（2021年10月14日）において説明した。

○ 本日は，②敷地を中心とした半径5km以遠の断層の評価について説明する。
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後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層

○敷地周辺において，後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層を下図表に示す。
○なお，文献調査等により抽出した全ての断層等の評価概要をP.5～8に示す。

敷地周辺の断層の分布と評価結果 －概要－

紫字は設置変更許可申請以降，追加・評価を見直した箇所

名称 長さ 備考

敷
地
近
傍

ふくうら

(1) 福浦断層 3.2 km

第1009回審査会合
で説明

かぶといわおき

(2) 兜岩沖断層 4.0 km 
ごばんじまおき

(3) 碁盤島沖断層 4.9 km
とぎがわなんがん

(4）富来川南岸断層 9.0 km

敷

地

周

辺

さかみ

(5) 酒見断層 11.0 km 

今回説明
びじょうさん

(6) 眉丈山第２断層 23.0 km 
あまみさきおき

(7) 海士岬沖断層帯 17.5 km 
と ぎ が わ

(8) 富来川断層 3.0 km 次回以降説明※
はくいおきひがし

(9) 羽咋沖東撓曲 33.6 km 

今回説明

の と じ ま は ん う ら

(10) 能登島半の浦断層帯 11.6 km 
はくいおきにし

(11) 羽咋沖西撓曲 23.0 km 
ささなみおき

(12) 笹波沖断層帯（東部） 20.6 km 
ささなみおき

(13) 笹波沖断層帯（西部） 24.5 km 
おうちがたなんえん

(14) 邑知潟南縁断層帯 44.3 km 
つぼやま はちの

(15) 坪山－八野断層 11.8 km 
まえのせとうほう

(16) 前ノ瀬東方断層帯 29.5 km 
の と

(17) 能都断層帯 19.8 km 
とやまわんにしがわかいいき

(18) 富山湾西側海域の断層 53 km 
となみへいや

(19) 砺波平野断層帯（西部） 26 km 
さるやまみさきほっぽうおき

(20) 猿山岬北方沖断層 41 km 
もりもと とがし

(21) 森本・富樫断層帯 27 km 
となみへいや

(22) 砺波平野断層帯（東部） 21 km
くれはやま

(23) 呉羽山断層帯 35 km 

(24) F47 43 km
のとはんとうほくぶえんがんいき

(25) 能登半島北部沿岸域断層帯 96 km 

(26) F50 26 km

(27) F48 28 km
うしくび

(28) 牛首断層帯 78 km
あとつがわ

(29) 跡津川断層帯 69 km 
うおづ のとはんとうとうほうおき

(30) 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層 132 km
み ぼ ろ

(31) 御母衣断層 74 km 

(32) F44 50 km 
ふくいへいやとうえん

(33) 福井平野東縁断層帯 45 km 

(34) F51 65 km

(35) F42 57 km
いといがわ しずおかこうぞうせん

(36) 糸魚川－静岡構造線活断層系 158 km 4

敷地周辺の断層の分布

（後期更新世以降の活動が否定できないと評価した断層を表示）

傾斜方向

※：富来川断層は，富来川南岸断層のコメント回答と併せて説明予定
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【陸域（半径30km範囲）】

No. 名称 長さ※1 敷地からの距離※2 備考（記載頁など）

敷
地
近
傍
陸
域

① 福浦断層 3.2km 約1.3km 次回以降コメント回答予定

②

和光台南の断層 （2km） 約2.9km

第1009回審査会合で説明済
高ツボリ山東方リニアメント （3.4km） 約2.9km

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント （0.5km） 約3.7km

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント （0.8km） 約3.8km

③ 長田付近の断層 （2.5km） 約3.7km 次回以降コメント回答予定

敷
地
周
辺
陸
域

④ 高浜断層 （3km） 約7.4km P.271

⑤ 富来川南岸断層 9.0km 約10km 次回以降コメント回答予定

⑥ 矢駄リニアメント （6.8km） 約11km P.285

⑦ 谷内西方の断層 （2km） 約12km
P.60
（⑧に⑦⑨が近接することから，⑦⑨が⑧の分岐
断層である可能性を考慮し，併せて説明する。）

⑧ 酒見断層 11.0km 約14km

⑨ 高爪山西方の断層 （1.5km） 約16km

⑩ 横田付近の断層 （2.5km） 約13km P.294

⑪ 西谷内リニアメント （3.3km） 約13km

P.304
（近接して分布する⑪～⑮を併せて説明）

⑫ 田尻滝西方の断層 （2km） 約14km

⑬ 二口西方の断層 （1km） 約14km

⑭ 越ヶ口西方の断層 （0.5km） 約15km

⑮ 別所付近の断層 （1.7km） 約15km

⑯ 小牧断層 （1.7km） 約15km
P.322
（近接して分布する⑯～⑱を併せて説明）

⑰ 瀬嵐断層 （1km） 約15km

⑱ 鹿島台リニアメント （0.6km） 約15km

⑲ 眉丈山第1断層 （9km） 約15km P.87
（⑳に⑲が近接することから，⑲が⑳の分岐断層であ
る可能性を考慮して併せて説明する。）
（産総研活断層データベースにて，⑳と㉑を一連の構
造として示していることから，併せて説明する。）

⑳ 眉丈山第2断層 23.0km 約15km

㉑ 徳田北方の断層 （3.4km） 約20km

㉒ 富来川断層 3.0km 約19km 次回以降説明予定
（⑤のコメント回答と併せて説明予定）

㉓ 鹿島西断層 （4.4km） 約20km
P.338
（近接して分布する㉓～㉕を併せて説明）

㉔ 緑ヶ丘リニアメント （5.2km） 約21km

㉕ 曽福リニアメント （2.9km） 約21km

㉖ 能登島半の浦断層帯 11.6km 約21km

P.118
（㉖に近接する㉗，㉘及び㉙と併せて説明）

㉗ 無関断層 （0.5km） 約21km

㉘ 島別所北リニアメント （2.2km） 約24km

㉙
七尾湾調査海域の断層
（N-1断層，N-2断層，N-8断層）

2.0～4.5km 約24～26km

㉚ 邑知潟南縁断層帯 44.3km 約24km
P.158
（地震調査委員会にて，㉚～㉜全体を「邑知潟断層
帯」として評価していることから，併せて説明する。）

㉛ 坪山-八野断層 11.8km 約34km

㉜ 内高松付近の断層 （1.7km） 約33km

㉝ 西中尾リニアメント （11km） 約23km P.352

㉞ 下唐川リニアメント （3.3km） 約23km P.363

㉟ 小又西方の断層 （2.5km） 約26km P.371
（近接して分布する㉟㊱を併せて説明）㊱ 原断層 （1.5km） 約27km

㊲ 能都断層帯 19.8km 約36km P.255

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価（概要）

○敷地周辺陸域（半径30km範囲）において，文献調査及び空中写真判読により抽出した断層等の評価結果の概要を示す。

※1：（）内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

志賀原子力発電所

多田

野寺

30km
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敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

㉙

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

凡 例

伏在断層

リニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

紫字は設置変更許可申請以降，評価を見直した箇所

断層評価結果



邑知潟南縁断層帯
（半径30km範囲で最大の断層）

砺波平野断層帯（西部）

砺波平野断層帯（東部）

森本・富樫断層帯

呉羽山断層帯

福井平野東縁断層帯

御母衣断層
跡津川断層帯

牛首断層帯

魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層

糸魚川－静岡構造線活断層系

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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○敷地周辺陸域（半径30km以遠）において，文献調査により抽出した断層等の評価結果の概要を示す。

【陸域（半径30km以遠）】

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層評価（概要）

No. 名称 長さ 敷地からの距離※1 敷地への影響 備考（記載頁など）

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ 砺波平野断層帯（西部） 26km 約49km

邑知潟南縁断層帯

より影響小

補足資料2.5-1

Ⅱ 森本・富樫断層帯 27km 約56km 補足資料2.5-2

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部） 21km 約59km 補足資料2.5-3

Ⅳ 呉羽山断層帯 35km 約60km 補足資料2.5-4

Ⅴ 牛首断層帯 78km 約80km 相対的に影響大 P.380

Ⅵ 跡津川断層帯 69km 約85km 牛首断層帯より影響小 補足資料2.5-5

Ⅶ 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層 132km 約91km 相対的に影響大 P.389

Ⅷ 御母衣断層 74km 約94km 魚津断層帯及び能登

半島東方沖の断層

より影響小

補足資料2.5-6

Ⅸ 福井平野東縁断層帯 45km 約100km 補足資料2.5-7

Ⅹ 糸魚川－静岡構造線活断層系 158km 約165km 相対的に影響大 P.396

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

敷地への影響が大きい断層後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

紫字は設置変更許可申請以降，評価を見直した箇所

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

断層評価結果

30km

Ｍ－⊿ ※1図（敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層）
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【海域（半径30km範囲） 】

No. 名称 長さ※1 敷地からの距離※2 記載頁

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ 兜岩沖断層 4.0km 約4.0km

第1009回審査会合で説明済

Ⓑ 碁盤島沖断層 4.9km 約5.5km

敷
地
前
面
調
査
海
域

Ⓒ 海士岬沖断層帯 17.5km 約16km P.402

Ⓓ 羽咋沖東撓曲 33.6km 約20km P.416

Ⓔ 徳山ほか（2001）の断層 （26km） 約21km P.482

Ⓕ 鈴木（1979）の断層 （13km） 約22km P.489

Ⓖ 羽咋沖西撓曲 23.0km 約24km P.429

Ⓗ 笹波沖断層帯（東部） ※3 20.6km 約24km P.440

Ⓘ 笹波沖断層帯（西部） ※3 24.5km 約24km P.454

Ⓙ 田中（1979）の断層 （16km） 約25km P.496

Ⓚ 前ノ瀬東方断層帯 29.5km 約28km P.468

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価（概要）

○敷地周辺海域（半径30km範囲）において，文献調査及び海上音波探査により抽出した断層等の評価結果の概要を示す。

※1：（）内の長さは文献に示された長さ
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出
※3：地震動評価においては，「笹波沖断層帯（全長）」として評価。

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

対応する断層が認められない①

Ⓐ

ⒹⒼ

断層評価結果



【海域（半径30km以遠）】

敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層評価（概要）

No. 名称 長さ※3 敷地からの距離※4 敷地への影響 記載頁

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2（鈴木(1979)で示された断層） （60km） 約32km 相対的に影響大 P.554

ⓑ
富山湾西側海域の
断層

富山湾西側海域断層 53km 約45km

FU2より影響小

P.503
（文部科学省研究開発局・国立大
学法人東京大学地震研究所
（2016）にて，ⓑとⓒの連動を検討し
ているため，併せて説明）

ⓒ
TB3（文科省ほか（2015）※1

で示された断層）
（24km） 約73km

ⓓ 猿山岬北方沖の
断層

猿山岬北方沖断層 41km 約51km
補足資料2.7-1

ⓔ 猿山岬以西の断層 （24km） 約36km

ⓕ F47（国交省（2014）※2で示された断層） 43km 約52km 補足資料2.7-2

ⓖ FU1（鈴木(1979)で示された断層） （63km） 約61km 相対的に影響大 P.548

ⓗ
能登半島北部沿岸域断層帯
（猿山沖セグメント・輪島沖セグメント・

珠洲沖セグメント・禄剛セグメント）
96km 約65km 相対的に影響大 P.527

ⓘ F50（国交省（2014）※2で示された断層） 26km 約76km

能登半島北部沿岸域
断層帯より影響小

補足資料2.7-3

ⓙ F48（国交省（2014）※2で示された断層） 28km 約80km 補足資料2.7-4

ⓚ F44（国交省（2014）※2で示された断層） 50km 約95km 補足資料2.7-5

ⓛ F51（国交省（2014）※2で示された断層） 65km 約106km 補足資料2.7-6

ⓜ F42（国交省（2014）※2で示された断層） 57km 約122km 補足資料2.7-7

ⓑ

ⓗ

ⓒ

ⓓ

ⓔ

ⓚ

ⓛ

ⓙ

ⓜ

※1：文科省ほか（2015）：文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）
※2：国交省（2014）：日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）
※3：（）内の長さは文献に示された長さ
※4：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

敷地への影響が大きい断層
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後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

Ｍ－⊿※4図（敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層）

ＦＵ2

ＦＵ1

猿山岬以西の断層

富山湾西側海域断層

猿山岬北方沖断層

Ｆ47

Ｆ50 Ｆ48
ＴＢ3

能登半島北部沿岸域断層帯

Ｆ44

Ｆ51
Ｆ42

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

対応する断層が認められない①

○敷地周辺海域（半径30km以遠）において，文献調査により抽出した断層等の評価結果の概要を示す。

紫字は設置変更許可申請以降，追加・評価を見直した箇所

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

断層評価結果



【敷地周辺の断層の評価の見直し概要】

9

名称

長さ

見直し概要
既往評価

見直し後の
評価

敷
地
周
辺
陸
域

酒見断層 9.1km 11.0km より確実な端部評価（地質調査・物理探査データに基づく評価）に伴う見直し（次頁）。

眉丈山第２断層 19km 23.0km より確実な端部評価（地質調査・物理探査データに基づく評価）に伴う見直し（P.11）。

能登島半の浦断層帯 10km 11.6km より確実な端部評価（物理探査データに基づく評価）に伴う見直し（P.12）。

邑知潟南縁断層帯 34km 44.3km より確実な端部評価（地質調査・物理探査データに基づく評価）に伴う見直し（P.13）。

坪山－八野断層 10km 11.8km より確実な端部評価（地質調査・物理探査データに基づく評価）に伴う見直し（P.14）。

森本・富樫断層帯 25km 27km 設置変更許可申請以降に公開された文献（「都市圏活断層図」（松多ほか，2016））の反映に伴う見直し。

牛首断層帯 56km 78km
設置変更許可申請以降に公開された文献（「都市圏活断層図」（金田ほか，2019；宮内ほか，2019；田力ほか，2019；熊原ほか，
2019；後藤ほか，2019））の反映に伴う見直し。

魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層 117km 132km
設置変更許可申請以降に公開された文献（日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014），文部科学省研究開発局・国
立大学法人東京大学地震研究所（2015））の反映に伴う見直し。

御母衣断層 70km 74km 設置変更許可申請以降に公開された文献（「都市圏活断層図」（後藤ほか，2020））の反映に伴う見直し。

敷
地
周
辺
海
域

富山湾西側海域断層 22km 53km
設置変更許可申請以降に公開された文献（日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014），文部科学省研究開発局・国
立大学法人東京大学地震研究所（2015））の反映に伴う見直し（P.15）。

猿山岬北方沖断層 43km 41km より確実な端部評価（断層の走向に直交するマルチチャンネル反射法探査測線に基づく評価）に伴う見直し。

F47（国交省（2014）※で示された断層） － 43km

設置変更許可申請以降に公開された文献（日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014），文部科学省研究開発局・国
立大学法人東京大学地震研究所（2015，2016））の反映に伴う追加。

F50（国交省（2014）※で示された断層） － 26km

F48（国交省（2014）※で示された断層） － 28km

F44（国交省（2014）※で示された断層） － 50km

F51（国交省（2014）※で示された断層） － 65km

F42（国交省（2014）※で示された断層） － 57km

○設置変更許可申請以降，評価の見直しを行った断層について以下の表で整理した。

※：国交省（2014）：日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）



【酒見断層の評価の見直し内容】
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【見直し後の評価】

○酒見断層の断層長さについて，地質調査・物理探査データに基づく，より確実な端部評価に変更し，以下の約11.0km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

・北端については，既往評価の端部の北方延長において，中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない地点とする。

・南端については，既往評価の端部の南方延長で実施した海上音波探査No.6.5-2U測線において，断層が認められない地点とする。

見直し後の評価既往評価

酒見断層
約9.1km

酒見断層
約11.0km

北端
（中位段丘Ⅰ面の高度差
が認められない地点）

南端
（音波探査で断層が
認められない地点）

北端
（リニアメント・変動
地形の北端）

南端
（リニアメント・変動
地形の南端）

凡例

断層位置

推定区間
海上音波探査 No.6.5-2U測線

【既往評価】

○酒見断層は，後期更新世以降の活動が否定できないと評価し，リニアメント・変動地形を判読した約9.1km区間を評価した。

右図範囲

位置図

30ｋｍ

100ｋｍ

推
定
活
断
層

（
今

泉
ほ

か
，
2
0
1
8
）



【眉丈山第２断層の評価の見直し内容】

【既往評価】

○眉丈山第２断層は，後期更新世以降の活動が否定できないと評価し，南西端の音波探査探査で断層が認められない地点から北東端の高階層及び中位段丘Ⅰ面に変位・変形
が認められない羽坂付近までの約19km区間を評価した。

11

凡 例

海上音波探査

見直し後
の評価

既往評価

眉丈山第２断層 約23.0km

北東端
（ボーリング・トレンチ調査で
断層が認められない地点）

南西端
（音波探査で断層が
認められない地点）

北東端
（中位段丘Ⅰ面に高度差

が認められない地点）

眉丈山第２断層 約19km
南西端
（音波探査で断層が
認められない地点）

羽坂

下町

右下図
範囲

位置図

30ｋｍ

100ｋｍ

【見直し後の評価】

○眉丈山第２断層の北東端について，地質調査・物理探データに基づくより確実な端部評価とするため，さらに北東方へ延長し，ボーリング・トレンチ調査により断層が認められな
い地点（下町付近）を北東端に変更し，約23.0km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

推定活断層（今泉ほか，2018）



【能登島半の浦断層帯の評価の見直し内容】

【既往評価】

○半の浦西断層及び半の浦東断層は後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

○半の浦西断層及び半の浦東断層の南方に分布する七尾湾調査海域の断層（N-3～N-7，N-9～N-11）は，走向及び落ちの方向が一致していることから，安全側に判断して，一連の
構造（能登島半の浦断層帯）と考え，半の浦西断層北方延長の高位段丘Ⅰ面に高度差が認められない地点から，七尾湾調査海域の断層南方の陸域に至るまでの約10ｋｍ区間を
後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

【見直し後の評価】

○能登島半の浦断層帯の南端について，物理探データに基づくより確実な端部評価とするため，さらに南方へ延長し，反射法地震探査により断層が認められない地点（万行測線）を
南端に変更し，約11.6km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

見直し後の評価既往評価

能登島半の
浦断層帯
約10km

能登島半の
浦断層帯
約11.6km

北端
（高位段丘Ⅰ面の高度
差が認められない地点）

南端
（反射法地震探査で断
層が認められない地点）

南端
（能登島海域の断層南
方の陸海境界地点）

北端
（高位段丘Ⅰ面の高度
差が認められない地点）

七尾湾
凡例

12

右図
範囲

位置図

30ｋｍ

100ｋｍ

断層位置

推定区間

推
定
活
断
層

（
今

泉
ほ

か
，
2
0
1
8
）

推
定
活
断
層

（
今

泉
ほ

か
，
2
0
1
8
）

【
半

の
浦

東
断

層
】

【
半

の
浦

西
断

層
】



【邑知潟南縁断層帯の評価の見直し内容】

13

【既往評価】

○邑知潟南縁断層帯は，石動山・古府断層から野寺断層（北部）までを後期更新世以降の活動が否定できないと評価し，万行測線から野寺断層（北部）のリニアメント・変動地形
南西端までの約34km区間を評価した。

○野寺断層（南部）はリニアメント・変動地形が地層境界付近に認められること等から，地層境界を反映した差別侵食地形であると評価した。

断層位置

推定区間

右下図範囲

位置図

30ｋｍ

100ｋｍ

【見直し後の評価】

○邑知潟南縁断層帯の南西端について，地質調査・物理探データに基づくより確実な端部評価とするため，さらに南西方へ延長し，反射法地震探査により断層が認められない地
点（指江測線）を南西端に変更し，約44.3km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

見直し後の
評価

既往評価

邑知潟南縁断層帯 約44.3km

北東端
（反射法地震探査で断層が認められない地点）

南西端
（反射法地震探査で断層が認められない地点）

北東端
（反射法地震探査で断層が認められない地点）

邑知潟南縁断層帯 約34km

南西端
（野寺断層（北部）のリニアメント・変動地形の南西端）

（北部）（南部）

「邑知潟断層帯の長期評価」（地震調査委員会，2005a）



【坪山－八野断層の評価の見直し内容】

【見直し後の評価】

○坪山－八野断層の断層長さについて，地質調査・物理探査データに基づく，より確実な端部評価に変更し，以下の約11.8km区間を後期更新世以降の活動が否定できないと評
価した。

・北端については，リニアメント・変動地形の北方延長で実施した反射法地震探査（御舘測線）において，断層が認められない地点とする。

・南端については，リニアメント・変動地形の南方延長で実施した反射法地震探査（指江測線）において，断層が認められない地点とする。

右図範囲

位置図

30ｋｍ

100ｋｍ

断層位置

推定区間

見直し後の
評価

既往評価

坪山－八野断層 約11.8km

北端
（リニアメント・変動地形の北端）

坪山－八野断層 約10km

南端
（リニアメント・変動地形の南端）

14

【既往評価】

○坪山－八野断層は，後期更新世以降の活動が否定できないと評価し，リニアメント・変動地形を判読した約10km区間を評価した。

活断層（今泉ほか，2018）

北端
（反射法地震探査で断層が認められない地点）

南端
（反射法地震探査で断層が認められない地点）



【富山湾西側海域の断層の評価の見直し内容】

【既往評価】

○富山湾西側海域の断層は，活断層研究会（1991）で富山湾西側の大陸斜面基部に示された断層である。

○海上音波探査の結果，その北部約7kmと南部約22km区間に，雁行状に分布する数条の断層が推定され，中部更新統以上に変位が推定された。一方，本断層の北部と南部を隔
てる中間部約11km区間については，少なくとも新第三系上部に断層が存在しないと判断した。

○よって，富山湾西側海域の断層については，中部更新統以上に変位を与えていると判断された北部約7km区間と南部約22km区間（富山湾西側海域断層と称する。）を後期更新
世以降の活動が否定できないと評価していた。

15

【見直し後の評価】

○設置変更許可申請以降，日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014），文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）といった新知見が公開
され，富山湾西側海域の断層に対応する断層を津波断層モデルとして図示し，一連の構造として検討を行っている。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）が図示したTB3は，海上音波探査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層であることを確認し
た。

○以上のことから，新第三系上部に断層が存在しないと評価した中間部及び文献が評価した区間も含めて，富山湾西側海域断層として約53km区間を後期更新世以降の活動が
否定できないと評価した。

既往評価

見直し後の評価

後期更新世以降の活動が認められないと評価

右図範囲
30ｋｍ

100ｋｍ

位置図
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敷地周辺の地質・地質構造に関するコメント一覧（未回答分）

区分 No.

コメント

回答 備考

開催回 日付 内容

福浦断層 22 第1009回 2021.10.14
福浦断層南部の断層トレースや南端の評価について，大坪川ダム左岸のF-1’孔で確認された破砕部の追加分析等も含めて，
地質データの拡充等を行うことにより，根拠を充実させること。

次回以降説明

福浦断層 23 第1009回 2021.10.14 福浦断層南部において，反射法地震探査の実施を検討すること。 次回以降説明

長田付近の断層 24 第1009回 2021.10.14 長田付近の表土はぎ調査①で確認された不整合境界に関する詳細なデータを示すこと。 次回以降説明

富来川南岸断層 25 第1009回 2021.10.14
富来川南岸断層の北東端(Loc.A)の評価にあたり，今田付近の地質データを用いて評価することの妥当性を説明すること。また，
地表踏査で得られた露頭データが北東端(Loc.A)の評価に十分であることの説明性を向上させること。

次回以降説明

富来川断層 26 第1009回 2021.10.14
富来川南岸断層の北東方に位置する富来川断層の評価について，文献との対応や富来川南岸断層との関係も含めて説明す
ること。

次回以降説明

段丘面 27 第1009回 2021.10.14 能登半島西岸の段丘面高度分布における傾動の有無については，標高のばらつきがあることを踏まえ，評価を行うこと。 次回以降説明

福浦断層 28 現地調査
2021.11.18，

19
福浦断層の基礎的なデータとして，福浦断層周辺の地形・地質の状況，大坪川ダム右岸トレンチやボーリングコア等において
確認された，断層上下盤に分布する地質や変質状況の違いについて，整理すること。

次回以降説明

福浦断層 29 現地調査
2021.11.18，

19
大坪川ダム右岸トレンチにおいて，断層活動による変形がどこまで及んでいるかについて検討すること。また，上載地層の観察
や破砕物の性状から考えられる活動履歴の状況について整理し，より詳細な説明を行うこと。

次回以降説明

福浦断層 30 現地調査
2021.11.18，

19
福浦断層北部のルートマップAで確認された断層aの性状や運動センス等のデータを追加で取得し，福浦断層と比較した検討結
果も示すこと。

次回以降説明

福浦断層 31 現地調査
2021.11.18，

19
福浦断層の北端と評価されているルートマップD,Eにおいて，断層がないことの説明性を高めるために，追加で地質データを取
得し，断層想定位置を横断して地層境界が連続すること等，露頭観察結果を補強するような地質状況の検討結果を示すこと。

次回以降説明

福浦断層 32 第1024回 2022.1.14 大坪川ダム左岸で実施するボーリング調査で，リニアメント・変動地形の位置を十分カバーできるように調査を実施すること。 次回以降説明

福浦断層 33 第1024回 2022.1.14
大坪川ダム基礎掘削面の標高データも含めて，基礎掘削面と追加ボーリングとの平面的・断面的な位置関係が分かるように整
理すること。

次回以降説明

福浦断層 34 第1024回 2022.1.14 大坪川ダム基礎掘削面で確認されたNE-SW走向のシームの性状及び福浦断層との関係について確認を行うこと。 次回以降説明

福浦断層 35 第1024回 2022.1.14
追加ボーリング等による地質データの拡充により，確実な南端の評価ができなかった場合は，ルートマップF,Gより南側におい
て反射法地震探査の実施を検討すること。

次回以降説明

○ 第1009回審査会合（2021年10月14日），現地調査（2021年11月18日，19日）及び第1024回審査会合（2022年1月14日）でのコメント（未回答
分）を下記に示す。
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1. 敷地周辺の地質・地質構造について
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1.1 陸域の地形，地質・地質構造

20



21能登半島周辺の地形，地質構造（井上・岡村（2010）に加筆）

志賀原子力
発電所

1.1 (1) 地形 －能登半島周辺の地形，地質構造－

○能登半島の北側から西側には，幅60km以上，水深500m以浅の平坦な台地状の海底が広がる。

○能登半島の北岸にNE-SW走向の第四紀逆断層が分布する。半島南部には，山地と平野境界にNE-SW方向に伸びる第四紀逆断層が分布す
るが，海域には延長していない。

第1009回審査会合 資料1
P.14 再掲



志賀原子力
発電所

宝立山
469m

鉢伏山
544m

桑塚山
409m

石動山
564m

宝達山
637m

能登半島の海成段丘の分布（町田ほか（2006）に加筆）

22

1.1 (1) 地形 －能登半島の地形－

能登半島の段彩図
（国土地理院10mDEMを使用してGMT（Wessel and Smith，1998）により作成）

志賀原子力
発電所

○能登半島北部は，NE-SW方向に伸びる海岸線や低山・丘陵の稜線で特徴づけられ，低山・丘陵の稜線は北西側に偏在している。敷地が位置
する半島中部では，標高200m以下の平頂丘陵となる。半島南部では，NE-SW方向を示す急峻な山地が延びている。

○北岸を除く広い範囲に，形成時代の異なる多数の段丘面の存在が知られている。MIS5eに対比されるM1面は連続性がよく，北部の標高120m
から南部の標高15mまで，全体として北高南低の傾動が顕著であるとされている。

第1009回審査会合 資料1
P.15 再掲
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1.1 (1) 地形 －敷地周辺陸域 段丘面分布図－

志賀原子力
発電所

航空レーザ計測による地形データを基に作成した赤色立体地図

5km

30km 30km

5km

志賀原子力
発電所

敷地周辺陸域の段丘面分布図

○文献※1による段丘面区分を踏まえ，空中写真判読，航空レーザ計測により取得した詳細な地形データ※2を用いて，段丘面分布図を作成した。

○敷地周辺陸域には，海岸線に沿って平坦な地形面である海成段丘面が広く連続して分布している。

○敷地周辺の海成段丘面は，最高位段丘面群，高位段丘面群，中位段丘面（Ⅰ～Ⅲ面）等に区分した。このうち，中位段丘Ⅰ面はMIS5e（約12～
13万年前），高位段丘面はMIS5eより古い高海面期に形成されたと評価した。

※1：主な文献については，補足
資料1.1-1

※2：航空レーザ計測データから
1mDEMを作成した。航空
レーザ計測の仕様について
は，補足資料1.1-2

この図は，航空レーザ計測データから作成した1mDEM
を用いた赤色立体地図を使用したものである。

第1009回審査会合 資料1
P.16 再掲



段丘構成層，テフラの調査

山側→←海側

中位段丘
Ⅰ面

高位段丘

Ⅰ面

高位段丘

Ⅱ面

高位段丘
Ⅲ面

高位段丘
Ⅳ面

高位段丘
Ⅴ面

最高位
段丘面群

1.1 (1) 地形 －敷地周辺陸域 段丘面の編年－

○中位段丘Ⅰ面の前縁にて被覆層である赤褐色土壌の下部に三瓶木次テフラ（SK）（10.5万年前；町田・新井，2011）を確認したことから，中位段
丘Ⅰ面はSK降灰直前の高海面期であるMIS5e（約12～13万年前）に形成されたと評価した。

○高位段丘Ⅰ面は，MIS5eの旧汀線高度より高い標高に分布することから，MIS5eより古い高海面期に形成されたと評価した。

11 9
7e 7c 7a

5e

5a5c

SK（10.5万年前）

海水準変動曲線

海
水

準

SK降灰直前の
高海面期

段丘面内縁

旧汀線高度

テフラの年代
（町田・新井，2011）

SK：10.5万年前

中位段丘Ⅰ面，高位段丘Ⅰ面の模式断面図

SK

24

第1009回審査会合 資料1
P.17 再掲
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凡 例

1.1 (2) 地質・地質構造 －能登半島の地質－

石川県の地質・地盤分布略図（絈野，1993）から能登半島を抽出

志賀原子力
発電所

○能登半島には，ジュラ紀の花崗岩類のほか，漸新世～前期中新世の火成岩類と前期中新世の堆積岩類が広く分布している。それらを覆って
中期～後期中新世の堆積岩類が分布する。

能登半島の地質に関するその他の文献については，補足資料1.1-1

第1009回審査会合 資料1
P.18 再掲
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1.1 (2) 地質・地質構造 －敷地周辺陸域 地質分布図－

30km

5km

石動山

高爪山

志賀原子力
発電所

宝達山

C C'

A
'

A

敷地周辺陸域の地質分布図

○敷地周辺陸域の地質は，新第三紀以降の地層が基盤である花崗岩類を直接覆っている。花崗岩の露岩域は，高爪山，眉丈山南東縁，石
動山及び宝達山周辺に限定されている。

○敷地を含む邑知潟平野北側では，大きな褶曲構造は認められない。邑知潟平野南側では，NNE-SSW方向及びNE-SW方向を示す褶曲とE-
W方向を示す褶曲が認められる。

凡例

（絈野（1993）等を踏まえ，地表地質調査結果，各種分析結果を加味し，当社作成）

第1009回審査会合 資料1
P.19 再掲
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敷地周辺陸域の地質断面図（当社作成）

【地質断面図】

第1009回審査会合 資料1
P.20 再掲



○能登半島周辺の重力異常は，北西方向の日本海に向かって重力異常が大きくなる傾向がある（村田ほか，2018）。

1.1 (2) 地質・地質構造 －能登半島周辺のブーゲー異常図－

能登半島周辺の重力異常に関するその他の文献については，補足資料1.1-1

水平微分図（村田ほか，2018）重力図（ブーゲー異常）（村田ほか，2018）

28
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1.1 (2) 地質・地質構造 －敷地周辺 ブーゲー異常図－

宝達山

氷見平野

石動山

砺波平野 砺波平野

輪島市

七尾市

かほく市

羽咋市

氷見市

○敷地周辺陸域については，稠密な調査を実施し，重力異常図を作成した。周辺に対して高い重力異常を示すのは，高爪山周辺，石動山周辺及び宝達山周辺，低い
重力異常を示すのは，輪島市南部，羽咋市北部及び邑知潟平野南西部である。

○規模が大きく直線的に連続する重力異常急変部は，NE-SW方向を示す邑知潟平野の北西縁及び南東縁，石動山と氷見平野との境界及び宝達山地と砺波平野との
境界と，E-W方向を示す宝達山北部及び南部に認められる。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，敷地の位置する能登半島中部には規模が大きく直線的に連続する重力異常急変部は認められない。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地
理 院 (2006) ， The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001) ，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地
質調査総合センター(2013)，石田ほか
（2018）を用いて，金沢大学・当社が作成
した。

敷地周辺の水平一次微分図（金沢大学・当社作成）

宝達山

氷見平野

石動山

輪島市

七尾市

かほく市

羽咋市

氷見市

高爪山

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線敷地周辺のブーゲー異常図（金沢大学・当社作成）

高爪山

黒点は測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

志賀原子力発電所

・水平一次微分図は，作図範囲の大きさ，調査密度を考慮し，平面トレンドを除去及び
遮断波長4kmのローパスフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

第1009回審査会合 資料1
P.22 再掲



1.2 海域の地形，地質・地質構造
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31敷地前面調査海域の海底地形図（音響測深により取得したデータをもとに当社作成）

海士岬

志賀原子力発電所

滝崎

前
ノ
瀬

長
平
礁

笹波

1.2 (1) 地形 －敷地前面調査海域 海底地形図－

位置図

左図拡大範囲

○敷地前面調査海域は，水深約250m以浅の大陸棚及び大陸斜面からなり沖合いに向かって深度を増している。
○海士岬以北の海域では，大陸棚と大陸斜面との区別が不明瞭であるが，沿岸の安右エ門礁を伴う斜面部分，沖合いの前ノ瀬及び長平礁を伴う起伏に富

んだ部分並びにこれらの間に位置する中央の平坦面部分からなる。
○海士岬以南の海域では，水深約140m～約170mの傾斜変換部を境にして，沿岸側の大陸棚とその沖合いの大陸斜面からなる。
○大陸棚は，小規模な起伏を伴う平坦な形状を示し，3/1,000～10/1,000 程度の緩い勾配で沖合いに向かって傾斜する。
○大陸斜面は，ほとんど起伏のない緩傾斜の海底地形を示し，10/1,000～20/1,000 程度の勾配で沖合いに向かって傾斜する。

音響測深実施位置等は補足資料1.2-1

第1009回審査会合 資料1
P.24 再掲



位置図

左図拡大範囲

32
七尾湾調査海域の海底地形図

1.2 (1) 地形 －七尾湾調査海域 海底地形図－

○七尾湾調査海域は，七尾湾及びこれに接する富山湾西部の大陸棚からなる。七尾湾は，全体として平坦な海底地形を示すが，陸域，島，礁，
瀬等の近傍では起伏に富む海底地形を示す。

○大陸棚は，礁，瀬等の浅海部や七尾湾口及び陸域の河口に連続する谷状地形等を伴い，10/1,000～30/1,000 程度の勾配で沖合いに向かって
傾斜する。

（音響測深により取得したデータをもとに当社作成）

第1009回審査会合 資料1
P.25 再掲
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1.2 (2) 地質・地質構造 －海上音波探査 航跡図－

33

○能登半島周辺海域は，当社及び他機関において各種音源による調査が行われており，海底下浅部から深部にわたる音波探査データが充実し
ている。それらの音波探査航跡図及び音波探査の仕様（次頁，次々頁）を示す。

対象 左図凡例 実施機関：音源

浅部

中深部

深部

石川県：ソノプローブ・シングルチャンネル

北陸電力：ブーマー・マルチチャンネル

東京大学地震研究所：ブーマー・マルチチャンネル

産業技術総合研究所：ブーマー・マルチチャンネル

原子力安全・保安院：ブーマー・マルチチャンネル

北陸電力：スパーカー・シングルチャンネル・360Ｊ

北陸電力：スパーカー・シングルチャンネル・2450Ｊ

原子力安全・保安院：ウォーターガン・マルチチャンネル

海上保安庁水路部：エアガン・シングルチャンネル

地質調査所：エアガン・シングルチャンネル

東京大学地震研究所：エアガン・マルチチャンネル・340000J

東京大学地震研究所：エアガン・マルチチャンネル・1300000J

敷地前面調査海域の音波探査航跡図※

敷地周辺海域の音波探査航跡図

左図拡大範囲

当社による調査

他機関による調査

右図拡大範囲

七尾湾調査海域の音波探査航跡図※

0 5 10km

海上保安庁水路部：
スパーカー・シングルチャンネル

上図凡例

志賀原子力
発電所

10km50

※：航跡図の拡大図は補足資料1.2-2

第1009回審査会合 資料1
P.26 再掲
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【敷地前面調査海域，七尾湾調査海域 音波探査 仕様】

※：報告書に記載のない項目
－：該当しない項目

調査機関 北 陸 電 力 原子力安全・保安院 石川県
東京大学地震研究所
産業技術総合研究所

東京大学
地震研究所

海上保安庁
水路部

地質調査所

調査年
1985年
1987年

2006年 2009年 2008年
1995年
1996年

2007年 2007年
2013年
2014年

1968年
1969年

1981年 1988年

調査海域 沖合海域 沿岸海域
沿岸海域

（一部沖合）
沿岸海域 沖合海域 沿岸海域 沿岸海域

2007年能登半島地震
震源域周辺

2007年能登半島地震
震源域周辺

能登半島周辺 能登半島周辺 七尾湾周辺 能登半島周辺

調査の種類

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチ

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

アナログ方式
シングル

チャンネル
反射法探査

発 振 器 スパーカー
スパー
カー

ブーマー ブーマー
ウォーターガ

ン
ブーマー ソノプローブ ブーマー エアガン エアガン エアガン スパーカー エアガン

発振エネル
ギー

約2,450Ｊ
(一部約6,000Ｊ)

約360Ｊ 約200 J 約200 J 約3,500J 約300J
※

（最大約36J）
約200 J 約340,000Ｊ

約1,300,000J
(一部約210,000～

450,000J)
約10,000Ｊ

約100～500J
（一部約1,000

～7,000J）
約70,000Ｊ

発振周波数 80～1,000Hz
100～

1,000Hz
400～1,400Hz

400～
1,400Hz

※ ※ 3kHz 400～1,400Hz 3～125Hz ※ ※ ※ ※

受振器の
チャンネル数

1ch 1ch
12ch

受振点間隔：
2.5m

12ch
受振点間隔：

2.5m

48ch
受振点間隔：

6.25m

13～18ch
受振点間隔：

3.125m
1ch

12ch
受振点間隔：2.5m

96ch
受振点間隔：12.5m

156～168ch
受振点間隔：12.5m

1ch 1ch 1ch

受振器の長さ － － 約30m 約30m 約300m 約40～60m － 約30m 約1,200m 約1,950～2,100m － － －

受振フィルター
120～1,000Hz

(一部20～
150Hz)

500～
2,000Hz

out～3,000Hz out～3,000Hz ※ ※ ※ out～3,000Hz 3～250Hz ※ 20～150Hz

200～
3,500Hz

（一部40～
1,000Hz）

31.5～315Hz

収録時
サンプリング

レート
－ － 0.083msec 0.1msec 0.25msec 0.125msec －

地震研：0.083msec
産総研：0.082msec

2msec 2msec － － －

データ処理時
サンプリング

レート
－ － 0.2msec 0.1msec ※ ※ － 0.2msec 2msec ※ － － －

第1009回審査会合 資料1
P.27 再掲
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【敷地周辺海域 音波探査 仕様】

※：報告書に記載のない項目
－：該当しない項目

調査機関 北 陸 電 力
東京大学地震研究所
産業技術総合研究所

東海大学
海上保安庁

水路部

調査年 1985年 2008年 1995年 1980年

調査海域 富山湾西側海域 能登半島北岸 能登半島北方 珠洲岬周辺

調査の種類
デジタル方式

シングルチャンネル
反射法探査

デジタル方式
マルチチャンネル

反射法探査

アナログ方式
シングルチャンネル

反射法探査

アナログ方式
シングルチャンネル

反射法探査

発 振 器 スパーカー ブーマー ウォーターガン スパーカー

発振エネルギー 約3,200J 約200J 約2,900J 約5,000J

発振周波数 80～1000Hz 400～5,000Hz
1Hz～

1,000Hz
※

受振器の
チャンネル数

1ch
12ch

受振点間隔：2.5m
1ch 1ch

受振器の長さ － 約30m － －

受振フィルター 150～600Hz ※ 40～400Hz ※

収録時
サンプリング

レート
－ 0.082msec － －

データ処理時
サンプリング

レート
0.5msec ※ － －
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1.2 (2) 地質・地質構造 －海域の地層区分－

敷地前面調査海域の地層区分表 七尾湾調査海域の地層区分表

○音波探査の記録パターンから，敷地前面調査海域及び七尾湾調査海域においては，下表のとおり地層区分した。

○上位からA層，B層，C層及びD層に区分し，敷地前面調査海域においては，B層，C層，D層はさらに細区分した。

第1009回審査会合 資料1
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1.2 (2) 地質・地質構造 －海域の地質層序－

※年代評価の詳細は，巻末資料1

○A層～D層について，音波探査の記録パターンや海底試料採取，ボーリング調査等を基に年代評価※を行い，海域の地質層序について整理すると下表のとおりとな
る。

○中期更新世～後期更新世の地層としてB1層が対応し，敷地近傍海域においてB1層は，高分解能音波探査の記録からB1U層とB1L層に細区分した。

〇B1U層は音波探査の記録パターンなどから後期更新世の地層に対応すると考えられるものの，その年代値を明確に特定することができなかったことから，活動性評
価にあたっては，火山灰などにより年代値が明確である下位のB1L層を用いて行う。

○なお，細区分できない範囲については，B1層，B層もしくはQ層を用いて活動性評価を行う。

第1009回審査会合 資料1
P.29 一部修正
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○A層は，水深約140m以浅の大陸棚のほとんどの海域に分布する。

○B層は，海士岬以北の海域の一部を除くほぼ全域に分布しており，水深約140m以浅ではA層に覆われている。

○C層は，海士岬以北の海域の一部を除くほぼ全域に分布しており，ほとんどが上位層に覆われている。

○D層は，ほぼ全域に分布するが安右エ門礁，前ノ瀬，長平礁付近等を除き，上位層に覆われている。

敷地前面調査海域の海底地質図

0 10km

No.3測線

No.9測線 2'2

1 1'

1.2 (2) 地質・地質構造 －敷地前面調査海域 海底地質図－

（音波探査により取得したデータをもとに当社作成）

凡 例

第1009回審査会合 資料1
P.30 再掲



39

○北部海域は，笹波沿岸及び前ノ瀬・長平礁周辺の顕著なD層の隆起で特徴づけられる。

○笹波沿岸の隆起帯の西方及び南西方に小規模なD層の隆起が認められ，前ノ瀬・長平礁周辺の隆起帯の東方にも小規模なD層の隆起が認め
られる。これら小隆起帯の北西縁及び西縁の地層は急傾斜している。

○南部海域は，南西方向に広がる堆積盆地と，厚く堆積するC層及びB層で特徴づけられる。

○C層及びB層中にはN-S方向に伸びる2条の褶曲が認められ，これらの褶曲は東翼が急傾斜している。

凡 例

No.3測線（北部海域）

No.9測線（南部海域）

敷地前面調査海域の海底地質断面図

←W E→

1 1'

←W E→

2'2

1.2 (2) 地質・地質構造 －敷地前面調査海域 海底地質断面図－

（音波探査により取得したデータをもとに当社作成）

第1009回審査会合 資料1
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○A層は，沿岸部を除く大部分に分布する。

○B層は，大部分に分布するがほとんどがA層に覆われており，下位層上面の起伏を伴った侵食面を不整合に覆う。

○C層は，富山湾に分布するが全域でB層に覆われており，下位層上面をオンラップ状の不整合で覆う。

○D層は，ほぼ全域に分布し水深約25m以深ではほとんどが上位層に覆われている。

七尾湾調査海域の海底地質図

凡 例

1.2 (2) 地質・地質構造 －七尾湾調査海域 海底地質図－

（音波探査により取得したデータをもとに当社作成）

第1009回審査会合 資料1
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凡 例

七尾湾調査海域の海底地質図

○D層上面が起伏に富み，B層及びA層はそれぞれ下位層の凹部を埋めて，ほぼ水平に堆積している。

L-27

←NW SE→

←SW NE→

B-2

断面線Ⅱ

L-27

←W E→

凡 例

1.2 (2) 地質・地質構造 －七尾湾調査海域 海底地質断面図－

七尾湾調査海域の海底地質断面図

（音波探査により取得したデータをもとに当社作成）

第1009回審査会合 資料1
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2. 敷地周辺の断層の評価結果



2.1 敷地周辺の断層の評価結果（概要）

44



45

○敷地からの距離に応じて，以下のフローに沿った活断層評価を実施した。

○敷地を中心とする半径30km範囲では，文献調査により抽出した断層等及び空中写真判読により抽出したリニアメント・変動地形について，詳
細調査・評価を行った。

○敷地を中心とする半径30km以遠では，文献調査により把握した断層の中から，敷地への影響が大きな断層を抽出し，必要に応じて詳細調査
を実施し，評価を行った。

2.1 (1) 陸域 －活断層評価フロー－

敷地を中心とする
半径30km範囲

文献調査

文献に示される活断層及びリニアメント
（P.46）の抽出

・新編 日本の活断層
（活断層研究会，1991）

・活断層詳細デジタルマップ［新編］

（今泉ほか，2018）
・・・等

空中写真判読

リニアメント・変動地形（P.48)の抽出
（変動地形の可能性がある地形）

・地形調査
（航空レーザ計測，段丘面調査等）

・地質調査
（地表踏査，表土はぎ，トレンチ，ボーリ
ング調査等）

・反射法地震探査，重力探査等

活動性及び長さの詳細調査

活動性及び長さの評価

評 価

敷地を中心とする
半径30km以遠

文献調査

文献に示される断層（P.50）のうち，長さ
と敷地からの距離を考慮して敷地への
影響が大きな断層の抽出

・主要活断層帯の長期評価
（地震調査委員会）

・活断層図（都市圏活断層図）
（国土地理院）

・・・等

活動性及び長さの評価

評 価

・地形調査
（航空レーザ計測，段丘面調査等）

・地質調査
（地表踏査等）

・重力探査等

活動性及び長さの詳細調査※

※必要に応じて実施

第1009回審査会合 資料1
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志賀原子力
発電所

志賀原子力
発電所

５km ５km

活断層であることが確実なもの（確実度Ⅰ）

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

活断層の疑のあるリニアメント（確実度Ⅲ）

短線は縦ずれの低下側を，矢印は横ずれの向きを示す。

凡 例

46

「新編 日本の活断層」

活断層研究会(1991）

「活断層詳細デジタルマップ［新編］」

今泉ほか（2018）

○敷地周辺陸域の活断層に関する文献を調査した。そのうち，主な文献※を下図に示す（その他の文献については，補足資料1.1-1）。

【文献調査 陸域（半径30km範囲）】

※：活断層の記載が主目的の文献のうち，能登半島全体を対象に含むもの。（新編のみ記載）

第1009回審査会合 資料1
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【空中写真判読 （リニアメント・変動地形判読基準）】

・リニアメント・変動地形の判読にあたっては，土木学会（1985）及び井上ほか（2002）の判読基準を参考に，能登半島は段丘面が発達しているという特徴を考慮し，
不明瞭な変動地形を見逃さないよう，段丘面を重視した判読基準を設定した。

・井上ほか（2002）は土木学会（1985）に対して横ずれ断層による変位地形の基準を充実させており，本基準ではさらに段丘面に関する分類を「崖・溝状凹地等」と
「撓み・傾斜面」に細区分し，それぞれの地形要素に関する記載を充実させた。

リニアメント・変動地形判読基準表

第1009回審査会合 資料1
P.47 再掲
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【空中写真判読結果 陸域（半径30km範囲）】

30km

5km

志賀原子力
発電所

敷地周辺陸域の段丘面及びリニアメント・変動地形分布図

凡 例

撮影者 縮尺 年代

米軍

約1/40,000 1947～1955年

約1/20,000 1953年

約1/15,000 1947～1949年

約1/10,000 1952～1953年

国土地理院

1/40,000 1965～1967年

1/20,000 1978年

1/10,000 1975年

1/10,000 1963年

当社

1/20,000 1978年

1/15,000 1961年

1/8,000 1985年

空中写真一覧表

・前頁の判読基準を基に，リニアメント・変動地形の判読を行った。

・判読にあたっては，米軍，国土地理院，当社撮影の空中写真（下表参照）
から，撮影範囲，土地利用状況等を踏まえ，適切な空中写真を選定した。

第1009回審査会合 資料1
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野寺

凡 例

49敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

2.1 (1) 陸域 －断層一覧表－

30km

○敷地周辺陸域において，文献調査及び空中写真判読により抽出した断層等を以下に示す。

No. 名 称

①
ふく うら

福浦断層

②
な が た

長田付近の断層

③
わこうだいみなみ

和光台南の断層・その他のリニアメント

④
たかはま

高浜断層

⑤
と ぎ が わ な ん が ん

富来川南岸断層

⑥
さ か み

酒見断層

⑦
や ち せ い ほ う

谷内西方の断層

⑧
た か つ め や ま せ い ほ う

高爪山西方の断層

⑨
や だ

矢駄リニアメント

⑩
よ こ た

横田付近の断層

⑪
たじ りた だき せい ほ う

田尻滝西方の断層

⑫
こ し が く ち せ い ほ う

越ヶ口西方の断層

⑬
ふた くち せい ほう

二口西方の断層

⑭
べっしょ

別所付近の断層

⑮
に し や ち

西谷内リニアメント

⑯
お ま き

小牧断層

⑰
せあらし

瀬嵐断層

⑱
か し ま だ い

鹿島台リニアメント

⑲
びじ ょう さん

眉丈山第1断層

⑳
びじ ょう さん

眉丈山第2断層

① ②
③

⑪ ⑫

⑬
⑭

⑯

⑰

⑱

⑲

リニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

【陸域（半径30km範囲）】

水色はリニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

No. 名 称

㉑
と く だ ほ っ ぽ う

徳田北方の断層

㉒
に し な か お

西中尾リニアメント

㉓
と ぎ が わ

富来川断層

㉔
か し ま に し

鹿島西断層

㉕
みどりがおか

緑ヶ丘リニアメント

㉖
そ ぷ く

曽福リニアメント

㉗
お う ち が た な ん え ん

邑知潟南縁断層帯

㉘
つぼやま はち の

坪山-八野断層

㉙
うちたかまつ

内高松付近の断層

㉚
の と じ ま は ん うら

能登島半の浦断層帯

㉛
む せ き

無関断層

㉜
しま べっ しょ きた

島別所北リニアメント

㉝
しも から かわ

下唐川リニアメント

㉞
は ら

原断層

㉟
お ま た せ い ほ う

小又西方の断層

㊱
の と

能都断層帯

第1009回審査会合 資料1
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敷地周辺陸域（半径30km以遠）の文献断層分布図 50

この図は，敷地を中心とする半径100km範囲（半径30km範囲を除く）において地震調査委員会
によって示されている主要活断層帯（他の文献においてそれらに関連するとされている断層含
む）及び糸魚川－静岡構造線活断層系を図示したものである。

凡 例

文献による断層

国土地理院「活断層図（都市圏活断層図）」による活断層

地震調査委員会「主要活断層帯の長期評価」による主要活断層帯

文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)による
震源断層モデル（伏在している断層の上端位置）

No. 名 称

㊲
ふ く い へ い や と う え ん

福井平野東縁断層帯

㊳
もりもと とがし

森本・富樫断層帯

㊴
と な み へ い や

砺波平野断層帯（西部）

㊵
と な み へ い や

砺波平野断層帯（東部）

㊶
く れ は や ま

呉羽山断層帯

㊷
う お づ

魚津断層帯

㊸
しょうがわ

庄川断層帯

㊹
う し く び

牛首断層帯

㊺
あ と つ が わ

跡津川断層帯

㊻
い と い が わ しずおかこうぞうせん

糸魚川－静岡構造線活断層系

【陸域（半径30km以遠）】

第1009回審査会合 資料1
P.50 一部修正
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2.1 (2) 海域 －活断層評価フロー－

敷地を中心とする
半径30km範囲

文献調査

文献に示される活断層（P.52，53）の抽出

・ 20万分の１能登半島西方海底地質図及び同
説明書
（岡村，2007）

・能登半島北部周辺20万分の１海域地質図及
び説明書
（井上・岡村，2010）

・・・等

海上音波探査※1

推定された断層（P.55，56）のうち，
連続性のある断層の抽出

・音波探査記録の解析

・重力探査

活動性及び長さの詳細調査

活動性及び長さの評価

評 価

○敷地からの距離に応じて，以下のフローに沿った活断層評価を実施した。

○敷地を中心とする半径30km範囲では，文献調査及び海上音波探査により抽出した断層について，詳細調査・評価を行った。

○敷地を中心とする半径30km以遠では，文献調査により把握した断層の中から，敷地への影響が大きな断層を抽出し，必要に応じて詳細調査
を実施し，評価を行った。

敷地を中心とする
半径30km以遠

文献調査

文献に示される断層（P.54）のうち，長さ
と敷地からの距離を考慮して敷地への
影響が大きな断層の抽出

・日本海における大規模地震に関する調査検
討会 報告書

・日本海地震・津波調査プロジェクト 成果報告
書

・・・等

・音波探査記録の解析

活動性及び長さの詳細調査※2

活動性及び長さの評価

評 価

※1 海底地形調査，地質調査（海底試料採取，海上
ボーリング等）を含む

※2 必要に応じて実施

第1009回審査会合 資料1
P.51 再掲
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【文献調査 （敷地前面調査海域）】

左図拡大範囲

位置図

敷地前面調査海域の文献断層分布図

第1009回審査会合 資料1
P.52 再掲



53七尾調査海域の文献断層分布図

【文献調査 （七尾湾調査海域）】

凡 例

位置図

左図拡大範囲

第1009回審査会合 資料1
P.53 再掲
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【文献調査 海域（半径30km以遠）】

第1009回審査会合 資料1
P.54 一部修正

敷地周辺海域（半径30km以遠）の文献断層分布図

・この図は，敷地を中心とする半径100km範囲（半径30km範囲を除く）において海域に分布する主要な断層を図示したものである。
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左図拡大範囲

位置図

【海上音波探査結果 （敷地前面調査海域）】

敷地前面調査海域の断層分布図

第1009回審査会合 資料1
P.55 再掲



56七尾湾調査海域の断層分布図

N
-
9

位置図

左図拡大範囲

凡 例

N-1

【海上音波探査結果 （七尾湾調査海域）】

第1009回審査会合 資料1
P.56 再掲



2.1 (2) 海域 －断層一覧表－
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○敷地周辺海域において，文献調査及び海上音波探査により抽出した断層等を以下に示す。

20km0

敷地周辺海域の断層分布図

No. 名称

Ⓐ
かぶといわおき

兜岩沖断層

Ⓑ
ご ば ん じ ま お き

碁盤島沖断層

Ⓒ
あ ま み さ き お き

海士岬沖断層帯

Ⓓ
は く い お き に し

羽咋沖西撓曲

Ⓔ
はくいおきひがし

羽咋沖東撓曲

Ⓕ 田中（1979）の断層

Ⓖ 鈴木（1979）の断層

Ⓗ 徳山他（2001）の断層

Ⓘ
ささなみおき

笹波沖断層帯（東部）

Ⓙ
ささなみおき

笹波沖断層帯（西部）

Ⓚ N-1～N-11断層

Ⓛ
ま え の せ と う ほ う

前ノ瀬東方断層帯

Ⓜ
の と は ん と う ほ く ぶ え ん が ん い き

能登半島北部沿岸域断層帯

Ⓝ
さるやまみさきほっぽうおき

猿山岬北方沖の断層

Ⓞ
と や ま わ ん に し が わ か い い き

富山湾西側海域の断層

Ⓟ TB3（文科省ほか（2015）※1で示された断層）

Ⓠ FU1（鈴木（1979）で示された断層）

Ⓡ FU2（鈴木（1979）で示された断層）

Ⓢ F47（国交省（2014）※2で示された断層）

Ⓣ
の と は ん と う と う ほ う お き

能登半島東方沖の断層

Ⓤ F50（国交省（2014）※2で示された断層）

Ⓥ F48（国交省（2014）※2で示された断層）

Ⓦ F44（国交省（2014）※2で示された断層）

Ⓧ F51（国交省（2014）※2で示された断層）

Ⓨ F42（国交省（2014）※2で示された断層）
・上図に記載していない30km以遠のその他の断層については，断層の長さから想定される地震規模と

敷地からの距離とを考慮すると，敷地に与える影響が相対的に小さいことを確認している。

音波探査記録から推定した断層等

文献に示された断層等

凡 例

第1009回審査会合 資料1
P.57 一部修正

※1：文科省ほか（2015）：文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）
※2：国交省（2014）：日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）

Ⓞ
Ⓚ

Ⓔ

Ⓗ
Ⓐ

ⒷⒼ

Ⓛ

Ⓓ

Ⓕ

Ⓒ

Ⓘ

志賀原子力発電所

Ⓙ

100km0

Ⓜ

Ⓟ

Ⓝ

Ⓡ

Ⓠ

Ⓢ

Ⓣ

Ⓤ

Ⓥ

Ⓦ

Ⓧ

Ⓨ



余白
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2.4 敷地周辺陸域（30km範囲）の断層の評価
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2.4.2 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層



2.4.2 (1) 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層の評価概要

○酒見断層及びそれに近接して分布する谷内西方の断層，高爪山西方の断層について，評価を行った。
○酒見断層は，後期更新世以降の活動が否定できないものとして，11.0㎞区間を評価した。
○谷内西方の断層及び高爪山西方の断層については，後期更新世以降の活動が認められないと評価した。

61

右図拡大範囲

位置図

10 15 20 25 27

【高爪山西方の断層】

【谷内西方の断層】

【酒見断層】
11.0ｋｍ

凡 例

後期更新世以降の活動が否定できない断層

後期更新世以降の活動が認められない断層

推定区間

断層位置

海上音波探査 No.6.5-2U測線
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概要図

2.4.2 (2-1) 酒見断層の評価結果

10 15 20 25 27

【文献調査】（P.65）
○ 活断層研究会（1991）は，酒見断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，NNE走向，長さ4km，活動度Ｂ，西側の海成段丘H1面が90m隆起と記載している。
○ 今泉ほか（2018）は，推定活断層及び水系の屈曲を図示している。

【空中写真判読】（P.66～68）
○ 文献で示される断層とほぼ同じ位置の，西海風戸から館分付近までの約9.1km区間に，東向きの低崖，鞍部及び直線状の谷からなるリニアメント・変動地形を判読した。

○ 酒見断層は，最高位段丘
面群及び高位段丘面群
の分布域に東向きの低
崖等が連続して認められ
る西側隆起の逆断層であ
る。

○ リニアメント・変動地形の
両側に分布する高位段
丘面に高度差が認められ
る。

○ 反射法地震探査（図中
①）の結果，花崗岩と推
定される基盤岩の上面は，
丘陵下部では不明瞭な
がら段階的に高度を上げ
ているように推定されるこ
とから，断層が伏在する
可能性がある。（P.70）。

⇒後期更新世以降の活動
が否定できないと評価。

活動性評価

■北端（P.72～76）

○ Ｄランクのリニアメント・変動地形が判読される大福寺北西方か
ら舘分までの区間において，高位段丘面には高度不連続が認
められない。

○ 大釜西方（図中②）では，リニアメント・変動地形を横断して石英
安山岩の大規模な露頭が連続的に分布し，断層は認められな
い。

○ リニアメント・変動地形の北方延長において，中位段丘Ⅰ面に
高度差は認められない（図中③）。

【重力探査】

○ Ｄランクのリニアメント・変動地形に対応した重力異常の急変部
は認められない。

→中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない地点を酒見断層の北端
と評価。

■南端（P.77～85）

○ リニアメント・変動地形として判読した急崖直下を横断して穴水
累層が連続して分布し（図中④），そこには断層は認められない。

○ リニアメント・変動地形の南方延長に広く分布する中位段丘Ⅰ
面の段丘面内縁標高はほぼ連続しており，変位は認めらない
（図中⑤）。

【海上音波探査】

○ 西海風戸南方沖のNo.6.5-2U測線において，断層は認められな
い（図中⑥）。

→No.6.5-2U測線を酒見断層の南端と評価。

⇒ 中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない地点から海上音波探
査で断層が認められないことを確認したNo.6.5-2U測線までの
約11.0㎞区間を評価。

長さの評価

北端
（中位段丘Ⅰ面の
高度差が認めら

れない地点）【
文

献
調

査
※

】 長さの評価

推
定

活
断

層
（
今

泉
ほ

か
，

2
0
1
8
）

活
断

層
（
確

実
度

Ⅰ
）

（
活

断
層

研
究

会
，

1
9
9
1
）

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

・
変

動
地

形
約

9
.1

km
【
空

中
写

真
判

読
】

約11.0km区間

南端
（音波探査で断層が
認められない地点）

反射法
地震探査

海上音波探査 No.6.5-2U測線

⑦

④

①

酒見断層は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約11.0km区間を評価する。

②

酒見断層に対応する断層が
認められない地点

伏在断層が推定された地点

③

⑤

断層位置

推定区間

・なお，大福寺付近（図中⑦）で実施した露頭調査の結果，高位段丘堆積層に変位を及ぼす複数の小断層を確認
したが，この小断層は西側傾斜の正断層であり，西側上がりの地形とは整合しない（P.74）。

・また，香能付近のCランクのリニアメント・変動地形については，リニアメント・変動地形の両側での高位段丘Ⅱ面
の高度差はわずかであり，酒見断層等近傍の断層活動に伴う副次的なものと評価した。

⑥

おおかま

大釜

だいふくじ

大福寺

たちぶん

舘分

さいかいふと

西海風戸

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

・
変

動
地

形
約

1
.1

km

かのう

香能
（
香

能
付

近
の

リ
ニ

ア
メ

ン
ト

）

（
酒

見
断

層
）
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【調査位置図】

酒見断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① 反射法地震探査
さかみ

酒見断層中央部 断層の分布を確認 P.70

② 地表踏査
おおかま

大釜西方 断層の有無を確認 P.75

③ 段丘面調査
さかみ

酒見断層北端付近 断層の連続性を確認 P.72，73

④ 表土はぎ調査
さいかいふと

西海風戸 断層の連続性を確認 P.80～83

⑤ 段丘面調査
さかみ

酒見断層南部 断層の連続性を確認 P.77～79

⑥ 海上音波探査

さかみ

酒見断層南方海域
・No.6.5-2U測線

断層の連続性を確認 P.84

⑦ 地表踏査
だいふくじ

大福寺付近 断層の有無を確認 P.74

⑧ 段丘面調査
さかみ

酒見断層周辺※ 断層の活動性評価 P.66，67

⑨ 地表踏査
さかみ

酒見断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.69

⑩ 重力探査
さかみ

酒見断層周辺※ 断層の地下構造を確認 P.86

調査位置図

10 15 20 25 27

反射法
地震探査

海上音波探査 No.6.5-2U測線

⑦

④

①

おおかま

大釜

だいふくじ

大福寺

たちぶん

舘分

さいかいふと

西海風戸

②

③

⑥

推定区間

⑤

※：⑧～⑩は断層周辺の全域で実施



※

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地
形図）とほぼ同じ位置に図示し，より精度の
高い，太田・国土地理院地理調査部（1997）
（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

○ 高爪山西方の断層は，活断層研究会
（1991）では北東側の海成段丘面が隆起し
ている活断層（確実度Ⅱ）と記載されている
が，今泉ほか（2018）では図示されていない。
また，高爪山西方の断層に対応するリニア
メント・変動地形は判読されない（Ｐ.66）。

○ 高爪山西方の断層については，不明瞭な
崖，直線状の谷及び鞍部が認められるが，
付近に分布する高位段丘面等に高度差は
認められない。

64

調査位置図

2.4.2 (2-2) 谷内西方の断層・高爪山西方の断層の評価結果
【文献調査】（P.65）
○ 活断層研究会（1991）は，谷内西方の断層（確実度Ⅱ，南西側低下）を図示し，NW走向，長さ2km，活動度Ｃ，北東側の海成段丘H2面が10m隆起と記載している。また，高爪山西方の断層（確

実度Ⅱ，南西側低下）を図示し，NW走向，長さ1.5㎞，活動度Ｃ，北東側の海成段丘T7面が10～20m隆起と記載している。
○ 今泉ほか（2018）は，谷内西方の断層，高爪山西方の断層に対応する活断層等を図示していない。

【空中写真判読】（P.66～68）
○ 文献が示している谷内西方の断層，高爪山西方の断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない。

○ 谷内西方の断層は，活断層研究会
（1991）では北東側の海成段丘面が隆起
している活断層（確実度Ⅱ）と記載されて
いるが，今泉ほか（2018）では図示されて
いない。また，谷内西方の断層に対応す
るリニアメント・変動地形は判読されない
（Ｐ.66）。

○ 谷内西方の断層については，不明瞭な崖，
直線状の谷及び鞍部が認められるが，付
近に分布する高位段丘面等に高度差は
認められない。

活動性評価（谷内西方の断層） 活動性評価（高爪山西方の断層）

【文献調査】

推定活断層（確実度Ⅱ）
（活断層研究会，1991）

推定活断層（確実度Ⅱ）
（活断層研究会，1991）

リニアメント・変動地
形は判読されない

【空中写真判読】
大釜西方

大福寺付近

舘分

活断層研究会（1991）に図示された谷
内西方の断層は，不明瞭な崖，直線
状の谷及び鞍部に対応しているもの
の，付近に分布する高位段丘面等に
高度差は認められず，後期更新世以

降の活動は認められない。

西海風戸

活断層研究会（1991）に図示された高
爪山西方の断層は，不明瞭な崖，直
線状の谷及び鞍部に対応しているも
のの，付近に分布する高位段丘面等
に高度差は認められず，後期更新世

以降の活動は認められない。

谷内西方の断層，高爪山西方の断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① 段丘面調査
や ち たかつめ

谷内西方の断層，高爪山西方の断層周辺※ 断層の活動性評価 P.66，67

② 地表踏査
や ち たかつめ

谷内西方の断層，高爪山西方の断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.69

③ 重力探査
や ち たかつめ

谷内西方の断層，高爪山西方の断層周辺※ 断層の地下構造を確認 P.86

リニアメント・変動地
形は判読されない

今泉ほか（2018）には
図示されていない

今泉ほか（2018）には
図示されていない

・重力探査の結果，谷内西方の断層及び高爪山西方の断層に
対応する構造は認められない（P. 86）。

※：①～③は断層周辺の全域で実施
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2.4.2 (3) 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層の文献調査

右図拡大範囲

※太田ほか（1976）では，H2面，T7面な
どの地形面を＞22万年前としている。

位置図

位置図

【酒見断層】

○太田ほか（1976）は酒見断層を図示し，長さ4.0㎞，西側の海成段丘H1面（>22万年前）が90m隆起，逆断層，平均変位速度Bクラス（10～100㎝/1000年），タイプⅡ（各地塊内で地塊の細分化をおこした活断層）と
記載している。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約14km北方の太田ほか（1976）とほぼ同じ位置に酒見断層（確実度Ⅰ，東側低下）を図示し，NNE走向，長さ4㎞，活動度B，西側の海成段丘H1面が
90m隆起としている。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，酒見断層とほぼ同じ位置に，右ずれの水系の屈曲を伴う推定活断層を図示している。なお，断層の諸元に関する記載はない。

○その他，木村・恒石（1978）は，地形的に酒見断層の存在を想定し，高角の正断層ないし高角の逆断層と記載している。太田・平川（1979）は，ほぼ22～40万年前のH1～H3面について，酒見断層を境に著しい西
上がりの変位がみられるとしている。加藤・杉山（1985）は，主として第四紀後期に活動した，東側落下で平均変位速度が1m/103年未満の活断層を図示している。日本第四紀学会（1987）は，第四紀後期に活動
した活断層を図示し，東側落下としている。太田・国土地理院地理調査部（1997）は，東側低下の活断層を図示している。小池・町田（2001）は，東側落下の活断層を図示している。井上ほか（2010）及び尾崎
（2010）は，酒見断層について実在活逆断層として図示し，尾崎（2010）は，高位段丘面の垂直変位量は80～120mと推定されているが，酒見断層西の海岸沿いに分布するステージ5eの旧汀線はおおむね南東
への傾動低下が認められること，酒見断層によるステージ5e以降の垂直変位が小さいことから，ステージ5eの旧汀線変化は，2007年能登半島地震の震源域の海底活断層による影響の可能性が高いとしている。
渡辺ほか（2015）は，海成段丘面の旧汀線高度が断層の西側で高くなることから酒見断層を認定できるが，南部ではMIS5eのM1面の旧汀線高度に変化がないことから，酒見断層は北部では活動性が認められ
るものの南部ではほとんど活動していないとした。

【谷内西方の断層】

○太田ほか（1976）は谷内西方の断層とほぼ同じ位置に活断層を図示している。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，酒見断層の西方に谷内西方の断層（確実度Ⅱ，南西側低下）を図示し，NW走向，長さ2km，活動度Ｃ，北東側の海成段丘H2面
※が10m隆起と記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，谷内西方の断層に対応する活断層等を示していない。

○その他，太田・国土地理院地理調査部（1997)，小池・町田（2001）は，推定活断層を図示している。井上ほか（2010）及び尾崎（2010）は，推定活逆断層を図示している。

【高爪山西方の断層】

○太田ほか（1976）は高爪山西方の断層とほぼ同じ位置にリニアメントを図示している。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，酒見断層の東方に高爪山西方の断層（確実度Ⅱ，南西側低下）を図示し，NW走向，長さ1.5㎞，活動度Ｃ，北東側の海成段丘T7面
※が10～20m隆起と記載して

いる。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，高爪山西方の断層に対応する活断層等を示していない。

○その他，太田・国土地理院地理調査部（1997)は，推定活断層を図示している。

【酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層の関連性】

○これらの断層の関連を示した文献はない。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，酒見断層，谷内西方の断層及び高爪山西方の断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。
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2.4.2 (4) 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層の地形調査

○活断層研究会（1991）に図示された酒見断層及び今泉ほか（2018）で図示された推定活断層とほぼ同じ位置の約9.1㎞区間に，東向きの急崖，鞍部，直線状の谷，
河川及び海岸沿いの急崖からなるBランク及びCランク，西側に傾斜する小起伏面における鞍部，直線状の谷及び急崖からなるDランクのリニアメント・変動地形を
判読した。中央部において，リニアメント・変動地形の西側に分布する高位段丘面が東側よりも高い傾向が認められる。

○また，志賀町香能付近の約1.1ｋｍ区間に，逆向きの低崖からなるCランクのリニアメント・変動地形（香能付近のリニアメント）を判読した。香能付近のリニアメントの
両側に分布する高位段丘面にやや高度差が認められる（次頁）。

○活断層研究会（1991）に図示された谷内西方の断層及び高爪山西方の断層付近には，不明瞭な崖，直線状の谷及び鞍部が認められるが（次々頁），これらの付近
に分布する中位段丘Ⅰ面，高位段丘面及び最高位段丘面群に高度差は認められず，リニアメント・変動地形は判読されない（次頁）。

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）リニアメント・変動地形分布図

B

B’

C
C’

D’

D

・東向きの急崖，
鞍部及び直線
状の谷が認め
られる。

・西側に傾斜する
小起伏面にお
いて鞍部，直線
状の谷及び急
崖が認められる。

リニアメント・変動地形

・河川及び海岸
沿いの急崖が
認められる。

A

A’

B B’

C C’

D D’

急崖

急崖

A A’
直線状の谷

酒見断層
リニアメント・変動地形

鞍部

・高位段丘Ⅱ面に高度差が
認められる。

・高位段丘Ⅰ面に高度差が
認められる。

・高位段丘Ⅲ面に高度差が
認められる。

←NW SE→

←W E→

←W E→

←W E→

地形断面図（H:V=1:2）（航空レーザ計測により作成）
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67赤色立体地図
（航空レーザ計測データにより作成）

リニアメント・変動地形分布図

・谷内西方の断層を挟んで
中位段丘Ⅰ面及び高位段
丘面に高度差は認められ
ない。

T2’

Y1’Y1

Y2’Y2

T2

Y2
Y2’

Y3

Y3’

Y1
Y1’

谷内西方の断層

谷内西方の断層

T1 T1’

T2

T2’

・高爪山西方の断層を挟んで最高位段丘面群に
高度差は認められない。

高爪山西方の断層

地形断面図（H:V=1:2）（航空レーザ計測により作成）

←W E→

←W E→

高爪山西方の断層

谷内西方の断層

高爪山西方の断層

谷内西方の断層

E

E’
・高位段丘Ⅱ面に高度差が
認められる。

←W E→

←W E→

リニアメント・
変動地形

活断層研究会
（1991）の断層

T1’T1

高爪山西方の断層←W E→

Y3’Y3

谷内西方の断層

←SW NE→

逆向きの低崖

香能付近のリニアメント
谷内西方の断層

酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層



【酒見断層周辺の地形の特徴】

リニアメント・変動地形の地形要素
リニアメント・変動地形

○酒見断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，東向きの急崖，鞍部及び直線状の谷が認められる。また， 香能付近のリニ
アメントでは，逆向きの低崖が認められる。

○段丘面については，リニアメント・変動地形の中央部において，両側に分布する高位段丘面に高度差が認められる。
○活断層研究会（1991）に図示された谷内西方の断層及び高爪山西方の断層付近には，不明瞭な崖，直線状の谷及び鞍部が認められるが（下図），これらの付近

に分布する中位段丘Ⅰ面，高位段丘面及び最高位段丘面群に高度差は認められず，リニアメント・変動地形は判読されない（前頁）。
○なお，酒見断層のリニアメント・変動地形を判読した区間は，活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）が図示した推定活断層の区間を包含している。

酒見断層

急崖急崖

急崖・鞍部

逆向きの低崖

直線状の谷

急崖急崖

急崖・鞍部

急崖・鞍部

鞍部・直線状の谷

急崖・鞍部・直線状の谷
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活断層研究会（1991）の断層

高爪山西方の断層

谷内西方の断層




